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町 長 へ 要 望 書 を 提 出 ！

２

（単位：千円）
◎新富町国民健康保険

特別会計補正予算

△７０，４２０（減額）

納付額・交付額確定に伴う調整

◎新富町介護保険特別会計補正予算

３，８７０

人事異動に伴う予算の計上

◎水道事業会計補正予算

２，５１４

コンビニ収納に伴うシステム改修費等

特別会計等 補正予算の概要

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

項　目

合　　計

農林水産業費

１８９，５８８

　　２，４５８

３２０，４０８

　　１，０００

　２０，６８９

　２１，７００

２９０，２７１

　　１，９０４

補 正 額

国・県支出金

６５０，１３２

地方債

１２，７００

基金等

３５，５７０

一般財源

２４３，８００

財源内訳

９４２，２０２

　９４，１８４

（単位：千円）

第３回
補正予算 本格予算決まる！！本格予算決まる！！

　
今
年
三
月
の
議
会
以
降
、
臨
時
議
会

が
二
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
第
一
回
目
は
四
月
二
十
三
日
で
前
年

度
の
事
業
確
定
に
伴
う
財
源
調
整
・
自

主
防
災
組
織
補
助
金
等
の
補
正
予
算
及

び
専
決
で
予
算
執
行
さ
れ
て
い
る
特
別

会
計
予
算
四
件
の
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可

決
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
鳩
山
政
権
が
打
ち
出
し
た
普

天
間
基
地
移
設
の
五
月
末
決
着
時
期
が

迫
り
、
新
田
原
基
地
へ
の
今
以
上
の
訓

練
負
担
が
な
い
よ
う
意
見
書
を
採
択
し
、

政
府
関
係
先
等
に
送
付
致
し
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
五
月
十
二
日
で
口
蹄
疫

が
拡
散
す
る
状
況
の
中
、
防
疫
対
策
に

万
全
を
期
す
当
面
の
予
算
が
計
上
さ

れ
、
必
要
を
認
め
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
と
し
て
、
畜
産
農
家
を

支
援
す
る
た
め
の
、
意
見
書
を
採
択
し
、

政
府
関
係
先
等
に
送
付
し
た
ほ
か
、
議

長
他
二
名
が
、
官
房
長
官
や
農
水
政
務

官
、
同
畜
産
局
長
、
党
副
幹
事
長
に
直

接
陳
情
活
動
を
し
、
畜
産
農
家
の
戸
別

補
償
や
地
域
経
済
へ
も
配
慮
し
た
総
合

的
な
救
済
措
置
を
取
る
よ
う
求
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
六
月
議
会
は
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
今
議
会
は
、
執
行
部
が
口
蹄
疫
蔓
延
防
止
に
万
全
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
議
会

と
し
て
最
大
限
の
協
力
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
般
質
問
を
、
中
止
す
る
等
、
期

間
の
短
縮
を
致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
月
議
会
は
、
町
長
選
挙
の
関
係
で
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
一

般
会
計
補
正
予
算
は
、
本
格
予
算
と
な
り

「
約
九
億
四
千
二
〇
〇
万
円
」
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
請
願
四
件
を
採
択
し
た
ほ
か
、
口

蹄
疫
に
対
す
る
要
望
書
を
と
り
ま
と
め
町
長

へ
手
渡
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
口
蹄
疫
は
、
畜
産
農
家
や
商
工
業
の
関
係

者
を
含
め
た
、
大
規
模
被
害
と
な
っ
て
お
り
、

救
済
対
策
等
が
十
分
図
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
終
日
は
、
議
会
の
強
い
要
望
に
対
し
て

理
解
を
得
、
口
蹄
疫
に
対
す
る
基
金
の
積
み

立
て
や
地
域
振
興
策
が
提
案
さ
れ
、
少
し
で

も
町
民
へ
の
支
援
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
可

決
致
し
ま
し
た
。
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政
策
予
算
９
億
４
千
万
円

政
策
予
算
９
億
４
千
万
円

文
教
厚
生
常
任
委
員
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口
蹄
疫
被
害
者
の
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予
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口
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被
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年
少
扶
養
控
除
が
廃
止

年
少
扶
養
控
除
が
廃
止

パ パ も 育 児 休 業 が と れ ま す

　
ま
ず
、
「
２２
年
度
の
国

民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」
と
い
う
。）
特
別
会
計

補
正
予
算
」
は
、
既
定
の

予
算
総
額
か
ら
７
０
４
２

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を

２
４
億
４
４
１
９
万
１
千

円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
年
６
月
議
会
の
補
正

で
国
保
税
が
確
定
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
国
保
全
体
の

伸
び
を
前
年
度
比
３
％
増

と
見
込
み
、
歳
入
歳
出
額

を
調
整
し
て
い
ま
す
。
　

　
国
保
税
は
昨
年
度
と
比

　
次
に
、
「
新
富
町
税
条

例
の
一
部
改
正
」
は
、
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
す
。
　
　
　
　

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、

平
成
２３
年
１
月
か
ら
所
得

税
の
年
少
扶
養
控
除
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

給
与
所
得
者
及
び
公
的
年

金
等
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

扶
養
親
族
の
氏
名
等
を
記

載
し
た
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
た
ば
こ
の
税
率

は
、
現
行
１
０
０
０
本
に

つ
き
３
２
９
８
円
が
４
６

１
８
円
に
な
り
ま
す
。
　

　
最
後
に
、
「
新
田
小
中

学
校
給
食
調
理
機
器
他
購

入
契
約
の
締
結
」
は
、
新

田
小
学
校
校
舎
建
設
工
事

に
合
わ
せ
て
、
調
理
機
器

等
を
整
備
す
る
た
め
の
購

入
契
約
の
締
結
で
す
。
　

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

契
約
相
手
は
宮
崎
中
西
サ

ー
ビ
ス
で
、
契
約
金
額
は

３
８
６
９
万
２
５
０
０
円

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
ま
ず
、
「
２２
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
」
は
、
今

回
が
３
回
目
の
補
正
で
、既

定
の
予
算
の
総
額
に
９
億

４
２
２
０
万
２
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
８７
億
５
６

３
０
万
３
千
円
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
　
　

　
当
初
予
算
は
骨
格
予
算

で
あ
り
、
今
回
は
政
策
的

な
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
主
な
新
規
事
業
は
、
不

妊
治
療
費
の
一
部
助
成
、

１
、
２
歳
児
の
フ
ッ
ソ
塗

布
、
廃
止
路
線
の
代
替
バ

ス
に
よ
る
実
態
調
査
、
転

作
、
飼
料
稲
の
団
地
化
及

び
集
積
、
飼
料
用
米
へ
の

転
作
に
対
す
る
補
助
、
理

科
教
育
用
備
品
の
充
実
、

新
田
小
・
富
田
中
の
机
・

椅
子
等
の
整
備
及
び
コ
ン

ビ
ニ
で
町
税
等
を
収
納
す

る
た
め
の
電
子
シ
ス
テ
ム

の
整
備
等
で
す
。
　
　
　

　
委
員
会
審
議
の
意
見
の

一
部
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実
験
の

必
要
性
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
、
利
便
性
の
た
め
大
い

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
「
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
３
歳
に
満
た
な
い
子

ど
も
が
あ
る
職
員
が
、
そ

の
子
ど
も
を
養
育
す
る
た

め
請
求
し
た
場
合
は
、
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
休
日
の
代
休
日
に

勤
務
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　

　
次
に
、
「
職
員
の
時
間

外
勤
務
代
休
時
間
に
関
す

る
条
例
の
改
正
」
に
つ
い

て
は
、
時
間
外
勤
務
代
休

時
間
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
、
「
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
は
、
職
員
の

配
偶
者
の
就
業
の
有
無
に

関
係
な
く
、
育
児
休
業
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
子
ど
も
の
出
生
の
日
か

ら
一
定
期
間
内
（
５７
日
）

に
最
初
の
育
児
休
業
を
し

た
職
員
は
、
特
別
の
事
情

が
な
く
て
も
再
度
育
児
休

業
を
と
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
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接
種
費
用
を
公
費
で
取
組
む
べ
き

接
種
費
用
を
公
費
で
取
組
む
べ
き

産
業
建
設
常
任
委
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水
道
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

水
道
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

ワクチン接種で命を大切に！

　
最
初
に
、
「
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
」
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
の

給
与
の
調
整
、
水
道
使
用

料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
伴

う
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
及
び
企
業
債
支
払
い
利

息
を
追
加
し
ま
し
た
。
　

　
次
に
、
「
西
都
市
道
の

区
域
変
更
の
承
諾
」
は
、

国
道
２
１
９
号
園
元
バ
イ

パ
ス
工
事
に
伴
い
、
瀬
口

交
差
点
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
道
の

１
２
６
ｍ
が
新
富
町
の
行

政
区
域
に
入
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

必
要
と
す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
、
「
口
蹄
疫
発
生

に
伴
う
商
工
関
連
業
者
へ

の
支
援
対
策
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
口
蹄
疫
は
、
町
内
の
あ

ら
ゆ
る
産
業
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
、
経
営
は
逼

迫
し
た
状
態
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

関
係
機
関
へ
支
援
対
策
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
た
も
の
で
す
。
　
　

　
な
お
、
町
当
局
に
対
し

て
も
、
具
体
的
で
即
効
性

の
あ
る
対
策
を
要
望
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　

　
次
に
請
願
で
す
が
、
ま

ず
「
細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
に
よ
る
接
種

費
用
助
成
を
求
め
る
請
願

書
」
は
、
幼
児
が
か
か
る

病
気
で
、
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
公
費
で
助

成
す
る
よ
う
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
県
内
で
は
２
市
３
町
１

村
が
公
費
助
成
し
て
お
り
、

本
町
で
も
公
費
助
成
を
実

施
す
る
方
向
で
取
り
組
む

べ
き
だ
と
の
結
論
に
達
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　

　

　
次
に
、
「
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公

費
助
成
を
求
め
る
請
願
書
」

は
、
女
性
を
守
る
立
場
か

ら
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

を
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　
県
内
で
は
２
市
２
村
が

公
費
助
成
し
て
お
り
、
本

町
で
も
公
費
助
成
を
実
施

す
る
方
向
で
取
り
組
む
べ

き
だ
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
最
後
に
、「
教
育
予
算
の

拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書
」

は
、
国
に
対
し
て
教
育
予

算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　

　

べ
、
一
世
帯
当
た
り
の
平

均
で
７０
円
の
減
額
、
１
人

当
り
の
平
均
で
１
６
１
８

円
の
増
に
な
り
ま
す
。
　

　
委
員
会
で
は
、
「
１
０

０
０
万
円
あ
れ
ば
一
人
当

り
の
税
額
を
引
き
上
げ
な

く
て
す
む
の
で
、
留
保
資

金
、
基
金
や
予
備
費
を
活

用
し
た
ら
ど
う
か
。
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
議
論
に

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
口
蹄
疫
で
被
害

に
あ
わ
れ
た
畜
産
農
家
や

関
連
業
者
、
売
り
上
げ
が

激
減
し
て
い
る
商
工
業
者

へ
の
国
保
税
の
減
免
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。
　

　
国
保
税
は
、
徴
収
猶
予

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
丁
寧
な
周
知
徹

底
と
全
て
の
対
象
世
帯
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
次
に
、
「
２２
年
度
の
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
」
は
、
既
定
の
総
額
に

３
８
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１１
億
５
６
２
５
万

９
千
円
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
歳
出
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
人
件
費
で
、
そ
れ
に

見
合
う
歳
入
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

　
次
に
、
「
新
富
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
」
の
条
例
で
す
。
　

　
今
回
の
改
正
は
、
２２
年

度
の
国
保
税
の
基
礎
と
な

る
所
得
額
及
び
固
定
資
産

額
が
確
定
し
た
の
で
、
課

税
額
を
算
定
す
る
た
め
の

課
税
按
分
率
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
国
保
税
の
課

税
限
度
額
が
４７
万
円
か
ら

５０
万
円
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
限
度
額
が

１２
万
円
か
ら
１３
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
本
町
の
限
度
額
を
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　



　県：口蹄疫分＋ワクチン接種分

約２７万６千頭

町：口蹄疫分（疑似患蓄を含む）　７，４４５頭

　　ワクチン接種分　　　　約１万３千８百頭

４月２３日

都農町で口蹄疫疑似患畜の確認

４月２８日

川南町で口蹄疫疑似患畜の確認

５月１４日

４月２１日

４月２０日

都農町で口蹄疫（Ｏ型）と確定

５月１６日

えびの市で口蹄疫疑似患畜の確認

５月１６日

高鍋町で口蹄疫疑似患畜の確認

５月１８日

新富町で口蹄疫疑似患畜の確認

５月１８日

新富町口蹄疫対策本部設置

５月１８日

新富町で口蹄疫と確認

５月２０日

議会：口蹄疫対策本部設置

県「口蹄疫」非常事態宣言

国へ陳情（全面救済等支援）

５月２４日

西都市・木城町で口蹄疫疑似患畜の確認

５月３０日

ワクチン接種開始

６月　４日

５月２２日

５月２２日

議会：消毒作業実施（一週間）

６月　７日

赤松農林水産大臣来町

６月　９日

口蹄疫特別措置法施行

６月１２日

義援金支給実施（県・町分）１７２戸

６月１７日

都城市で口蹄疫疑似患畜の確認

６月１８日

新富町１８例目口蹄疫疑似患畜の確認

６月３０日

ワクチン接種分殺処分開始

ワクチン接種分埋却地決定（国８．町４）

午後５時、全ての家畜殺処分終了

６月３０日現在

５

口蹄疫発生等状況

〃 〃

〃 〃

６月２２日 同　意

６月２８日 可　決

〃 〃

議案の審議結果
　件　　　　　　名

平成22年度新富町一般会計補正予算

専決処分の承認を求めることについて（平成22年度新富町一般会計補正予算）

平成22年度新富町国民健康保険特別会計補正予算

平成22年度新富町介護保険特別会計補正予算

平成22年度新富町水道事業会計補正予算

職員の育児休業等に関する条例の改正

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の改正

新富町税条例の改正

職員の時間外勤務代休時間に関する条例の改正

新富町国民健康保険税条例の改正

新富町区域の西都市道の路線認定承諾

監査委員の選任

平成22年度新田小・中学校給食調理機器他購入契約の締結

平成22年度新富町一般会計補正予算

口蹄疫に立ち向かうしんとみ元気基金条例の制定

議決日 結　果

６月２８日

６月２２日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

可　決

承　認

議案の審議結果



見えない敵と闘う恐怖！見えない敵と闘う恐怖！
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げ

議
会
対
策
本
部
を
立
上
げ

平 野 官 房 長 官（ 当 時 ）へ の 陳 情

 

　
　
　
　

　
５
月
１８
日
か
ら
２０
日
の

間
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
は
、
行
政
視
察
の
予
定

で
し
た
が
、
町
内
の
口
蹄

疫
発
生
に
伴
い
、
行
政
視

察
を
中
止
し
、
急
き
ょ
国

の
関
係
機
関
へ
の
要
望
活

動
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
５
月
２０
日
、
三
浦
議
長
、

小
嶋
委
員
長
及
び
永
友
副

委
員
長
の
３
名
は
、
５
月

１２
日
に
議
決
し
た
、
「
口

蹄
疫
の
対
策
に
関
す
る
意

見
書
」
を
携
え
て
、
農
水

省
に
訪
問
し
、
佐
々
木
農

水
政
務
官
（
当
時
）
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
又
、
こ
の
後
、
首
相
官

邸
に
も
伺
い
、
平
野
官
房

長
官
（
当
時
）
に
面
会
を

求
め
、
宮
崎
に
お
け
る
口

蹄
疫
被
害
の
状
況
を
直
接

訴
え
、
早
急
な
対
策
等
を

国
へ
要
望
し
ま
し
た
。
　

　

　

　

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

議
会
は
、
危
機
的
状
況
と

判
断
し
、
５
月
１８
日
に
、

議
長
を
本
部
長
と
し
て
、

口
蹄
疫
に
関
す
る
「
議
会

対
策
本
部
」
を
立
上
げ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
対
策
本
部
に
は
、
常
任

委
員
長
以
上
が
待
機
し
て
、

情
報
収
集
と
連
絡
調
整
に

当
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
各
議
員
は
、
積

極
的
に
本
部
に
出
向
き
、

状
況
の
掌
握
や
町
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
伝
え

る
等
の
活
動
を
行
い
、
口

蹄
疫
の
拡
大
防
止
や
町
民

生
活
の
改
善
に
努
め
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
民
の
皆
様
か
ら
は
、

基
地
周
辺
財
産
用
地
の
牧

草
の
刈
り
込
み
を
町
と
し

て
で
き
な
い
か
。
埋
却
地

の
悪
臭
や
ハ
エ
の
異
常
発

生
の
対
策
を
望
む
。
飲
食

店
の
経
営
が
成
り
立
た
な

い
の
で
町
民
活
動
を
緩
和

し
て
欲
し
い
等
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
町
の
対
策

本
部
へ
要
望
し
対
策
を
求

め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　

　

　
今
年
の
初
め
、
隣
国
の

中
国
・
韓
国
で
猛
威
を
奮

っ
て
い
た
口
蹄
疫
が
つ
い

に
、
宮
崎
県
に
上
陸
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
４
月
２０
日
、
都
農
町
で

１
件
目
の
疑
似
患
畜
が
発

生
し
て
か
ら
、
ま
た
た
く

間
に
川
南
町
へ
広
が
り
、

そ
の
後
周
辺
市
町
へ
疾
風

の
ご
と
く
感
染
が
拡
大
し

て
い
き
ま
し
た
。
　
　
　

　
そ
し
て
、
５
月
１６
日
、

つ
い
に
本
町
で
も
疑
似
患

畜
が
発
見
（
県
内
１１９
件
目
）

さ
れ
、
１８
件
の
畜
産
農
家

が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　
県
は
、
ま
ん
延
拡
大
が

治
ま
ら
な
い
状
況
に
鑑
み
、

５
月
１８
日
に
「
口
蹄
疫
非

常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、

全
県
民
に
よ
る
外
出
制
限

や
消
毒
等
の
協
力
を
訴
え

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
国
は
、
５
月
１９
日
、
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
発

生
農
場
か
ら
１０
ｋ
ｍ
圏
内

の
全
て
の
牛
・
豚
を
対
象

に
、
殺
処
分
を
前
提
と
し

た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
決

定
し
、
殺
処
分
奨
励
金
と

経
営
再
開
支
援
金
の
交
付

を
決
め
ま
し
た
。
　
　
　

　
県
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
５
月
２２
日
か
ら
開
始

さ
れ
２６
日
に
は
９９
・
６
％

が
終
了
し
ま
し
た
。
　
　

　
疑
似
患
畜
発
生
農
場
及

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
農
場
と

も
に
、
殺
処
分
後
の
埋
却

場
所
が
な
か
な
か
確
保
出

来
ず
、
西
都
児
湯
郡
内
で

殺
処
分
と
埋
却
が
完
了
し

た
の
は
、
６
月
３０
日
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
県
内
外
か
ら
多

額
の
義
援
金
が
県
及
び
町

に
寄
せ
ら
れ
、
被
害
農
家

に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
被
害
農
家
の
発
生
件
数

は
少
な
い
も
の
の
、
え
び

の
市
、
宮
崎
市
、
都
城
市

等
へ
も
飛
び
火
し
、
ま
た

た
く
間
に
県
内
に
口
蹄
疫

の
渦
に
見
ま
わ
れ
、
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
産
業
に
被
害
が
及
び

宮
崎
の
経
済
活
動
は
危
機

的
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　



消 毒 作 業 中 の 議 員
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議
員
・
消
毒
作
業
に
出
動

議
員
・
消
毒
作
業
に
出
動

　
口
蹄
疫
被
害
で
、
県
内

家
畜
の
約
２
割
が
殺
処
分

さ
れ
、
牛
は
、
約
６
万
７

千
９
百
頭
、
豚
は
、
約
２０

万
８
千
頭
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
牛
約
１
万
１
千

頭
、
豚
約
６
千
頭
の
す
べ

て
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
目
に
見
え
な
い
敵
と
戦

う
困
難
さ
と
恐
怖
心
の
中
、

懸
命
な
努
力
に
も
関
わ
ら

ず
全
頭
殺
処
分
が
決
定
さ

れ
、
今
ま
で
の
努
力
が
水

泡
と
な
る
事
態
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
反
面
、
今
回
の
口
蹄
疫

被
害
は
、
国
・
地
方
自
治

体
、
国
民
・
地
域
住
民
に

対
し
て
、
大
き
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
負
の
教
訓
を
バ
ネ
に

踏
ん
張
ら
な
い
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　

　
殺
処
分
さ
れ
た
多
く
の

家
畜
の
冥
福
と
口
蹄
疫
の

早
期
消
滅
、
そ
し
て
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
畜
産
農
家

を
は
じ
め
、
各
種
事
業
者

の
方
々
の
一
日
も
早
い
回

復
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

　

　
４
月
２０
日
に
口
蹄
疫
が

発
生
以
来
、
約
一
月
後
の

５
月
１７
日
に
、
政
府
は
、

「
口
蹄
疫
対
策
本
部
」
を

発
足
さ
せ
、
県
庁
に
、
山

田
正
彦
農
水
副
大
臣
（
当

時
）
を
本
部
長
に
現
地
対

策
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
政
府
の
対
策
本
部
は
、

５
月
１９
日
に
、
「
新
た
な

防
疫
対
策
」
を
決
定
し
、

①
移
動
制
限
区
域
内
の
す

べ
て
の
牛
・
豚
を
対
象
に
、

殺
処
分
を
前
提
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
。
②
殺
処
分

に
当
た
っ
て
の
手
当
金
の

迅
速
化
の
た
め
、
標
準
表

価
格
を
用
い
た
概
算
払
い

の
実
施
。
③
埋
却
地
の
円

滑
な
確
保
と
人
員
増
の
速

や
か
な
実
施
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
あ
わ
せ
て
、
財
源
の
確

保
や
家
畜
伝
染
病
予
防
法

の
内
容
を
補
う
た
め
に
、

５
月
２８
日
に
「
口
蹄
疫
対

策
特
別
措
置
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置

法
の
効
力
は
、
平
成
２４
年

３
月
３１
日
ま
で
で
す
。
主

な
内
容
は
、
車
両
等
の
消

毒
義
務
、
国
県
に
よ
る
患

畜
及
び
類
似
患
畜
の
死
体

の
埋
却
支
援
、
患
畜
等
以

外
の
家
畜
の
殺
処
分
。
国

に
よ
る
対
処
費
用
の
負
担
、

生
産
者
等
の
経
営
及
び
生

活
再
建
の
助
成
等
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
ま
た
、
口
蹄
疫
の
防
疫

対
策
は
、
早
期
の
発
見
・

通
報
・
殺
処
分
・
埋
却
が

重
要
で
あ
り
、
６
月
２４
日
、

農
水
省
は
「
口
蹄
疫
防
疫

措
置
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
制
定
し
、
対
応
の
よ
り

迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

　

　
議
会
は
、
対
策
本
部
会

議
の
中
で
、
「
議
員
も
何

か
汗
を
か
い
て
貢
献
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
」
と

の
意
見
が
あ
り
、
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
検
討

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
議
会
開
会
前
の
わ
ず
か

一
週
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
５
月
２４
日
か
ら
３０
日

の
間
、
町
の
自
主
消
毒
ポ

イ
ン
ト
（
追
分
地
区
）
で
、

車
両
の
消
毒
作
業
に
当
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
消
毒
作
業
は
、
二
人
で

４
時
間
の
勤
務
を
２
回
ず

つ
実
施
し
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
作
業
で
し
た
が
少
し

で
も
口
蹄
疫
の
蔓
延
防
止

の
手
伝
い
に
な
れ
ば
と
の

思
い
で
、
結
束
し
、
取
り

組
み
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
全
頭
殺
処
分
と
の
方
針

が
示
さ
れ
る
中
の
任
務
で

あ
り
ま
し
た
が
、
畜
産
農

家
の
苦
悩
を
肌
で
感
じ
ら

れ
た
こ
と
は
、
議
員
と
し

て
貴
重
な
教
訓
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　



カ・メ・ラ・探・訪

▲町内でライチ狩りができまーす。 ▲花言葉「情熱」ブーゲンビリア

▲ひまわり
　　太陽の方を向いて
　　咲きます。

▲ハスの開花が待ちどおしい湖水ケ池 ▲富田浜、サーフィン・シーズン到来

           

　　

　　乳
幼
児
の「
手
足
口
病
」多
発

の
情
報
。ま
れ
に
髄
膜
炎
に
も
な

る
。
安
易
に
考
え
ず
早
期
な
治

療
が
望
ま
れ
る
。

　 

　　　　　　　　　　 

三
納
代
　　主
婦

　
　
新
富
町
か
ら
牛
が
い
な
く
な

り
、畜
産
農
家
と
の
契
約
を
し
た

飼
料
稲
の
扱
い
が
ど
う
な
る
の
か

心
配
だ
。

  

　　　　　　日
置
地
区
　　農
業
者

　
　
口
蹄
疫
の
影
響
で
飲
食
店
や

商
店
街
の
人
出
は
激
減
し
、
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に
な
っ
た
。

早
く
元
気
の
あ
る
町
に
戻
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。

     

　　　　　　上
富
田
　　経
営
者

　
今
年
は
、
低
温
や
悪
天
候
が
続

き
稲
作
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物

に
悪
影
響
を
あ
た
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
四
月
二
十
日
に
児
湯
郡
内
で

牛
の
口
蹄
疫
が
確
認
さ
れ
関
係
す

る
市
町
村
の
防
疫
対
策
が
始
ま
り

本
町
議
会
も
対
策
本
部
を
設
置
し
、

畜
産
農
家
の
個
別
保
障
や
地
域
経

済
へ
も
配
慮
し
た
総
合
的
な
救
済

措
置
を
取
る
よ
う
に
国
に
直
接
陳

情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
く
元
気
あ
る
町
に
戻

れ
る
よ
う
に
町
民
全
員
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
　
　
　

        

　
　
　
　
　
　
　 

永  

友

夏

８

宮
崎
県
新
富
町
議
会
広
報
　　　　　　　　　■
発
行
責
任
者
／
新
富
町
議
会
議
長
　
三
　浦
　千
　尋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
印
刷
／
あ
ゆ
み
の
里

議
会
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報
編
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長

　 

桜
井
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長

　

河
野
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委

　 

員

　 

児
玉

義
雄
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連
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先
　
議
会
事
務
局

　　　　　　　　　　　 

三
三
　　

 

六
一
三
九

｜

TEL

町

民
の
声

議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

　　　町
民
か
ら
の
声
で
す
。

編
集
後
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